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※ＳＸ（サステナビリティ・トランスフォーメーション）：社会のサステナビリティと企業
のサステナビリティを同期化させていくこと、及びそのために必要な経営・事業変革。



経営者、会社勤め、公務員, 

72.9%

機関投資家・個人投

資家, 14.7%

その他, 12.4%

経営者クラス, 11.4%
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１. SX普及に向けた調査の結果：回答者属性
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2025年 6月25日（水）～7月21日（月）実施
令和7年度 産業経済研究委託事業 ＳＸの普及に関わる調査

【調査対象者】東洋経済ID保有者
【調査方法】メール配信

年代

項目名 件数

20歳未満 1

20代 9

30代 36

40代 97

50代 245

60代 260

70歳以上 108

合計 756

職業・業種等（職業）

項目名 件数

経営者、会社勤め、公務員 551

機関投資家・個人投資家 111

その他 94

合計 756

職業・業種等（業種）
※経営者、会社勤め、公務員のみ

項目名 件数

卸売・小売業・商業（商社含
む）

49

建設 47

情報処理、SI、ソフトウェア 47

教育・教育学習支援関係 43

金融・証券・保険 41

その他製造 36

コンサル・会計・法律関連 35

電気、電子機器 33

機械、重電 22

食品、医薬、化粧品 21

医療 19

自動車、輸送機器 18

公務員（教員を除く） 17

素材 15

不動産 15

放送・広告・出版・マスコミ 15

通信サービス 10

運輸 10

人材サービス 7

エネルギー 6

農林水産・鉱業 5

介護・福祉 5

飲食店・宿泊 3

旅行 0

その他 32

合計 551

職業・業種等（職種）
※経営者、会社勤め、公務員のみ

項目名 件数

経営者・役員 101

経営企画 46

総務・人事 26

財務・経理 20

一般事務 26

情報処理・情報システム 38

広報・宣伝 8

企画・調査・マーケティング 42

営業・販売 51

生産・製造 12

資材・購買 4

配送・物流 8

技術・設計 32

研究・開発 26

編集・編成・制作 2

専門職（建築・土木関連） 16

専門職（医療関連） 19

専門職（会計関連） 5

専門職（法律関連） 7

専門職（教育関連） 27

その他 35

合計 551

職業・業種等（役職）
※経営者、会社勤め、公務員のみ

項目名 件数

経営者クラス 63

役員クラス 49

本部長クラス 13

部長クラス 101

課長クラス 85

主任／係長クラス 67

一般社員 114

派遣社員 4

契約社員 32

その他 23

合計 551

職業・業種等（従業員規模）
※経営者、会社勤め、公務員のみ

項目名 件数

1〜9人 50

10〜49名 50

50〜99名 48

100〜299名 64

300〜499名 50

500〜999名 57

1,000〜2,999名 76

3,000〜4,999名 43

5,000〜9,999名 39

10,000〜19,999名 33

20,000名以上 41

合計 551



A. 実施内容を理解している, 

86.5%

B. 実施内容を理解していない, 

13.5%
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１. SX普及に向けた調査の結果：経営者、会社勤め、公務員の方の調査回答

Q1. SXとは何か知っていますか？（ESGやSDGsの違いを理解していますか？）

Q2. お勤め先でSXの取組は実施されていますか？

Q3. 【Q2で「実施している」と回答した方への質問】
お勤め先におけるSXの取組内容を理解していますか？

A. 内容を理解している, 

33.9%

B. 聞いたことはあるが、内容はよく理解していない, 39.4%

C. 聞いたことがない, 

26.5%

D. その他, 0.2%

項目名 人数 割合

A. 内容を理解している 187 33.9%

B. 聞いたことはあるが、内容はよく理解していない 217 39.4%

C. 聞いたことがない 146 26.5%

D. その他 1 0.2%

合計 551 100.0%

A. 実施している, 25.6%

B. 実施していない, 39.4%

C. 実施しているか分

からない, 33.6%

D. その他, 1.5%

項目名 人数 割合 

A. 実施している 141 25.6%

B. 実施していない 217 39.4%

C. 実施しているか分からない 185 33.6%

D. その他 8 1.5%

合計 551 100.0%

項目名 人数 割合

A. 実施内容を理解している 122 86.5%

B. 実施内容を理解していない 19 13.5%

C. その他 0 0.0%

合計 141 100.0%

「内容を理解している」

33.9%

「実施している」

25.6%

「実施内容を
理解している」

86.5%



A. 大きく進展している, 8.5%

B. 進展している, 57.4%

C. あまり進展して

いない, 29.1%

D. 後退している, 1.4%

E. その他, 3.5%

A. 策定されており、内容を

理解している, 71.6%

B. 策定されているが、

内容は分からない, 

15.6%

C. 策定されているか分からない, 

3.5%

D. 策定されていない, 8.5% E. その他, 0.7%
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１. SX普及に向けた調査の結果：経営者、会社勤め、公務員の方の調査回答

Q4. 【Q2で「実施している」と回答した方への質問】
SXの推進にあたり、お勤め先はビジョンや戦略は策定されていますか？

Q5. 【Q2で「実施している」と回答した方への質問】
差し支えない範囲で、お取組内容をお聞かせください。 ※一部回答のみ掲載

項目名 人数 割合

A. 策定されており、内容を理解している 101 71.6%

B. 策定されているが、内容は分からない 22 15.6%

C. 策定されているか分からない 5 3.5%

D. 策定されていない 12 8.5%

E. その他 1 0.7%

合計 141 100.0%

項目名 人数 割合

A. 大きく進展している 12 8.5%

B. 進展している 81 57.4%

C. あまり進展していない 41 29.1%

D. 後退している 2 1.4%

E. その他 5 3.5%

合計 141 100.0%

Q6. 【Q2で「実施している」と回答した方への質問】
昨年度と比べ、お勤め先のSXの取組は進展していますか？

「策定されており、
内容を理解している」

71.6%

「大きく進展している」
「進展している」

65.9%

◆  【業種：放送・広告・出版・マスコミ】 
TCFD（気候変動関連財務情報開示タスクフォース）やCDP（カーボン・ディスクロージャー・プロジェ
クト）の提言に沿った情報開示、デジタル化の推進による生産構造変革、働き方改革（リモート推進な
ど）、人権に関する方針策定などを行っている。

◆【業種：建設】
ポストSDGsに向け議論を加速するため、サステナビリティ委員会で改定したマトリクスを活用してサス
テナビリティ経営を深化させている。具体的には、長期的な成長を実現し、持続可能な社会の形成に貢
献するため、ステークホルダーにとって重要と考えられる課題をESG視点で特定し、事業活動を通して
社会課題の解決（社会価値）と事業収益の拡大（経済価値）の双方を追求していくことをサステナビリ
ティの基本方針とし、専任部署としてサステナビリティ推進部と配下にCS推進グループを新設しSXへの
取組を加速している。

◆【業種：卸売・小売業・商業（商社を含む）】 
SDGsステートメントの作成と公表。マテリアリティの特定とKPI を設定し、経営戦略にも組み込まれて
いる。

◆【業種：教育・教育学習支援関係】
設備投資や省エネ活動によるスコープ1・2の削減、DX化による使用資材の削減、省エネ使用資材導入な
どによるスコープ３削減、TNFD (自然関連財務情報開示タスクフォース)に沿った分析・評価を基にし
た省資源化、リサイクルなどの推進、様々なステークホルダーへの環境教育の推進などを行っている。

◆【業種：不動産】
カーボンニュートラル、サーキュラーエコノミー、人権、人的資本、生物多様性などの取組に注力し、
戦略を策定した上でマイルストーンを設定している。



１. SX普及に向けた調査の結果：経営者、会社勤め、公務員の方の調査回答

Q7. 【Q6で「大きく進展している」「進展している」と回答した方への質問】
どの点が進展していますか？※複数選択可

Q8. 【Q6で「あまり進展していない」「後退している」「その他」と回答した方への質問】
その理由はなぜですか？※複数選択可
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60.2%

52.7%

46.2%

45.2%

44.1%

33.3%

32.3%

30.1%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

A. 気候変動対策

B. AIやデジタル技術の導入

C. 社会、地域への貢献・還元活動

D. 環境保護・生物多様性保全

E. 人的資本経営

F. 非財務情報の開示

G. 人権デューディリジェンス

H. サーキュラーエコノミー

I. その他

項目名 人数 割合

A. 気候変動対策 56 60.2%

B. AIやデジタル技術の導入 49 52.7%

C. 社会、地域への貢献・還元活動 43 46.2%

D. 環境保護・生物多様性保全 42 45.2%

E. 人的資本経営 41 44.1%

F. 非財務情報の開示 31 33.3%

G. 人権デューディリジェンス 30 32.3%

H. サーキュラーエコノミー 28 30.1%

I. その他 1 1.1%

項目名 人数 割合

A. 短期的なビジネスの優先度が高い 25 52.1%

B. 担当者の不足 17 35.4%

C. 知識・スキルの不足 16 33.3%

D. 経営陣の無関心 10 20.8%

E. 予算不足 10 20.8%

F. 業務過多のため 8 16.7%

G. 必要性を感じない 2 4.2%

I. その他 9 18.8%

52.1%

35.4%

33.3%

20.8%

20.8%

16.7%

4.2%

18.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

A. 短期的なビジネスの優先度が高い

B. 担当者の不足

C. 知識・スキルの不足

D. 経営陣の無関心

E. 予算不足

F. 業務過多のため

G. 必要性を感じない

I. その他

N=93

N=48



１. SX普及に向けた調査の結果：経営者、会社勤め、公務員の方の調査回答

Q9. お勤め先で統合報告書は発行していますか？

Q10. 【Q9で「発行している」と回答した方への質問】
統合報告書の中に、自社のSXへの取組状況について記載されていますか？
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項目名 人数 割合

A. 発行している 124 22.5%

B. 分からない 131 23.8%

C. 発行していない 290 52.6%

D. その他 6 1.1%

合計 551 100.0%

A. 発行している, 

22.5%

B. 分からない, 

23.8%

C. 発行してい

ない, 52.6%

D. その他, 1.1%

項目名 人数 割合

A. 記載されている 63 50.8%

B. 記載されているかどうか分からない 34 27.4%

C. 記載されていない 24 19.4%

D. 不明 3 2.4%

合計 124 100.0%

A. 記載されている, 

50.8%

B. 記載されているかどうか分

からない, 27.4%

C. 記載されていない, 

19.4%

D. 不明, 2.4%

「発行している」

22.5%

「記載されている」

50.8%



A. 内容を理解している, 

27.0%

B. 聞いたことはあるが、内容はよく理解していない, 48.6%

C. 聞いたことがない, 

23.4%

D. その他, 0.9%

１. SX普及に向けた調査の結果：機関投資家・個人投資家の方の調査回答

Q11. SXとは何か知っていますか？（ESGやSDGsの違いを理解していますか？）

Q12.投資先を判断するにあたり、SXへの取組はどの程度重要視されていますか？
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項目名 人数 割合

A. 内容を理解している 30 27.0%

B. 聞いたことはあるが、内容はよく理解していない 54 48.6%

C. 聞いたことがない 26 23.4%

D. その他 1 0.9%

合計 111 100.0%

項目名 人数 割合

A. とても重要視している 9 8.1%

B. ある程度重要視している 31 27.9%

C. あまり重要視していない 40 36.0%

D. 全く重要視していない 21 18.9%

E. その他 10 9.0%

合計 111 100.0%

A. とても重要視している, 8.1%

B. ある程度重要視し

ている, 27.9%

C. あまり重要視していない, 

36.0%

D. 全く重要視していない, 

18.9%

E. その他, 9.0%

「内容を理解している」

27.0%

「とても重要視している」
「ある程度重要視している」

36.0%

⚫ 重視する理由

➢ 長期的な視点での社会全体の持続可能性を考慮に入れた経営戦略であり、目先の自社の利益だけではな
く、日本・世界・地球規模での環境ありきの自社の利益と向上を考えていける企業であると考えられる。
全く取り組んでいない企業より、前向きに取り組んでいる企業に興味を持つため。

➢ 長期的な成長性に影響があると考えているため。

➢ 地球環境にどのように貢献するかに関わらず、米国以外の先進国でSXが流行することで資金が集めやす
くなる（株価上昇の遠因となる）ため。

➢ 企業や行政組織が、自らの成長を考える上で、自社だけでなく、社会の継続性にも果たす役割を示し、
実行できる企業と組織が望ましいと思っている。部分最適や、蛸壷では無く、大きな俯瞰視野を持つ企
業が望ましいと考えるため。

➢ SDGsは国連が定めた目標であり、ESGは投資判断の基準であるが、企業がそういった目標に対して自社
の体制や構造の変革を進めていくものと理解している。時勢に応じた価値観の変化に伴い、各企業が市
場にさらに受け入れられるための努力は必要なことと思うため。

⚫ 重視しない理由

➢ 投資先は儲けているかが全てであるため。

➢ 大義としては理解できるが、それが収益に結び付くとは現段階では考えていないため。

➢ 長期では分からないが、すくなくとも中期でみても 企業業績との相関性が見えないため。

➢ SDGsの取組で収益を犠牲にしては本末転倒との信念を持っているため。



62.5%

55.0%

52.5%

47.5%

40.0%

40.0%

37.5%

22.5%

2.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

A. ビジョン・戦略

B. 収益性の担保

C. 気候変動・環境保護の取組と達成度

D. 事業との関連性

E. 人的資本経営の取組と達成度

F. 社会貢献・還元活動の取組と達成度

G. 革新性・先進性

H. ガバナンスの取組と達成度

I. その他

１. SX普及に向けた調査の結果：機関投資家・個人投資家の方の調査回答

Q13. 【Q12で「とても重視している」「ある程度重視している」と回答した方への質問】
投資家から見て、日本企業のSXの取組をどう評価されますか？

9

Q14. 【Q12で「とても重視している」「ある程度重視している」と回答した方への質問】
SXの取組を投資判断に活かすにあたり、どのような項目を重視されますか？※複数選択可

項目名 人数 割合

A. 先進的である 2 5.0%

B. 課題もあるが進んでいる 21 52.5%

C. あまり進んでいない 15 37.5%

D. その他 2 5.0%

合計 40 100.0%

項目名 人数 割合

A. ビジョン・戦略 25 62.5%

B. 収益性の担保 22 55.0%

C. 気候変動・環境保護の取組と達成度 21 52.5%

D. 事業との関連性 19 47.5%

E. 人的資本経営の取組と達成度 16 40.0%

F. 社会貢献・還元活動の取組と達成度 16 40.0%

G. 革新性・先進性 15 37.5%

H. ガバナンスの取組と達成度 9 22.5%

Iその他 1 2.5%

A. 先進的である, 5.0%

B. 課題もあるが進んで

いる, 52.5%

C. あまり進んで

いない, 37.5%

D. その他, 5.0%

「先進的である」
「課題もあるが進んでいる」

57.5%

N=40



１. SX普及に向けた調査の結果：機関投資家・個人投資家の方の調査回答
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Q15. 投資先判断にSXを活かすにあたり、日本企業に取り組んでほしいとお考えのことはありますか？
差し支えない範囲でお聞かせください  ※一部回答のみ掲載

◆企業の目的は以前から「利潤の追求」ではあるが、海洋汚染や温暖化など企業や工場が地球を汚してき
たので、その償いの意味でも企業は積極的に社会をクリーンにする活動に取り組むべきと考える。

◆過度な気候変動を低減するための技術開発への投資を積極的に進めること。社内や関係先だけではなく、
対外的にもその方針やビジョンをしっかり公開し、問い合わせ等にも真摯に対応し続けること。

◆インベストメントチェーンにおける上場企業の位置づけを十分に理解し、またサステナビリティ（持続
可能性＝永続的＝（目先が良くても）いずれダメになるようなことはしない）の意味を十分に理解して、
事業を考えて欲しい。

◆横並び重視で他社と比較しがちな経営者がまだまだ多いように思います。自社の強みと自覚している事
項をはっきりと打ち出して、これに沿った施策を展開してほしい。

◆将来の本業にどう活かされるのか、現時点でのビジョン、ルートマップ、段階ごとの実現可能性など、
具体的に説明して欲しい。



A. 内容を理解している, 

14.9%

B. 聞いたことはあるが、内容はよく理解していない, 

50.0%

C. 聞いたことがない, 

35.1%

１.SX普及に向けた調査の結果：その他の方の調査回答

Q16. SXとは何か知っていますか？（ESGやSDGsの違いを理解していますか？）
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項目名 人数 割合

A. 内容を理解している 14 14.9%

B. 聞いたことはあるが、内容はよく理解していない 47 50.0%

C. 聞いたことがない 33 35.1%

D. その他 0 0.0%

合計 94 100.0%

「内容を理解している」

14.9%



２.表彰盾製作・納品
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表彰盾を製作し、SX銘柄2025選定企業各社へ送付。
発送日：2025年5月20日（火）

【表彰盾仕様】
アルミ表彰板付木製盾
Aサイズ：本体：240×190mm 表彰板：170×120mm



３. 各企業へのインタビュー記事概要（誌面①）

13

選定企業へのインタビュー記事を週刊東洋経済4C2P×４、合計8頁で掲載

8月18日発売号の掲載



３. 各企業へのインタビュー記事概要（誌面②）

14

選定企業へのインタビュー記事を週刊東洋経済4C2P×４、合計8頁で掲載

8月25日発売号の掲載



３. 各企業へのインタビュー記事概要（オンライン①）
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選定企業へのインタビュー記事を東洋経済オンラインでも掲載
8月18日（月）公開記事

https://toyokeizai.net/articles/-/894269

経済産業大臣インタビュー ・アシックス



３. 各企業へのインタビュー記事概要（オンライン②）
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選定企業へのインタビュー記事を東洋経済オンラインでも掲載
8月18日（月）公開記事

https://toyokeizai.net/articles/-/894338

・味の素 ・KDDI

・ソフトバンク ・第一三共



３. 各企業へのインタビュー記事概要（オンライン③）

17

選定企業へのインタビュー記事を東洋経済オンラインでも掲載
8月25日（月）公開記事

https://toyokeizai.net/articles/-/895553

・ダイキン工業 ・TDK

・ニチレイ ・パーソルホールディングス



３. 各企業へのインタビュー記事概要（オンライン④）

18

選定企業へのインタビュー記事を東洋経済オンラインでも掲載
8月25日（月）公開記事

https://toyokeizai.net/articles/-/895599

・ブリヂストン ・明治ホールディングス

・良品計画
・レゾナック・ホールディングス



４. 今後のＳＸの実現への課題・ＳＸ銘柄制度のあり方
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２. SX銘柄制度のあり方

１. SX普及及び実現への課題

SX銘柄2025の選定企業へのインタビューを通じて、各企業がSX推進を経営戦
略上の重要ポイントとして位置づけ、持続的な企業価値向上のために、さまざま
な取組を推進していることがより明らかになった。

選定企業は、環境負荷低減、健康や資源循環型社会の実現といった社会課題を
自社の価値観に基づき重要課題として特定し、自社の強みを活かしながら、いか
に社会に価値を提供していくか「目指す姿」を明確にしていた。これを自社の長
期戦略・実行戦略に落とし込み、KPI・ガバナンスとも連動させながら、投資家
と長期的な企業価値の向上に向けて対話を深めていた。

今後、より多くの企業がSXに対して積極的に取り組み、SXを実現していくた
めにも、こうした先進的なSXの取組に関する情報発信の場を定期的に設けるこ
とが有用だと考える。また、SXへの理解を深めるためにも、SX銘柄制度におい
て、ESGやSDGsとの違いを含めたSXの位置付けや、企業がSXに取り組むこと
の重要性を明確にしていくことが必要であると考える。

経営者、会社勤め、公務員の方に関して、「SXとは何か知っているか」の質
問に対し、ESG・SDGsとの違いも含めて理解していると回答した者は33.9%に
とどまり、勤務先でSXの取組を実施していると回答した割合も25.6%にとど
まった。一方、勤務先でSXの取組を実施していると回答した者のうち、昨年度
と比べて取組が進展していると回答した割合は65.9%であり、一定の進展が確
認された。

機関投資家・個人投資家の方に関して、「SXとは何か知っているか」の質問
に対し、ESG･SDGsとの違いも含めて理解していると回答した者は27.0%にと
どまった。また、投資先の判断において、SXの取組を重要視している割合は、
36.0%にとどまった。一方、投資先の判断において、SXの取組を重要視してい
る投資家のうち、日本企業のSXの取組が進んでいると評価した割合は57.5%で
あり、一定の評価が得られた。

調査の結果から、SXへの理解をいかに促進し、さらには、持続的な企業価値
向上を目指す上でのSXの重要性をいかに普及・啓発していくかが今後の課題で
ある。
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（様式３）

頁 図表番号

13 すべて

14 すべて
15 すべて
16 すべて
17 すべて
18 すべて

３. 各企業へのインタビュー記事概要（オンライン③）

タイトル
３. 各企業へのインタビュー記事概要（誌面①）

３. 各企業へのインタビュー記事概要（誌面②）

３. 各企業へのインタビュー記事概要（オンライン①）

３. 各企業へのインタビュー記事概要（オンライン②）

二次利用未承諾リスト

委託事業名：令和7年度産業経済研究委託事業

報告書の題名：令和7年度産業経済研究委託事業
              ＳＸの普及促進事業実施報告書

受注事業者名：株式会社東洋経済新報社

３. 各企業へのインタビュー記事概要（オンライン④）
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